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１．はじめに 

青森県では，農林水産業の持続的な生産活動を通じて，美しい田園空間や里地・里山を

次世代へ継承していくため，農林水産業の公共事業を｢環境公共｣と位置づけ推進していま

す。また，県の重点施策である「攻めの農林水産業」を着実に推進するため低コスト化技

術による農地の汎用化等を進めており，戦略作物の生産拡大を通じ，農家の収益性向上を

図り，農村地域の活性化に取り組んでいるところです。 

これまで，青森県内では「地下かんがい」や「深暗渠」については農家意識が低く，ま

た初期コストが掛かることから普及の課題となっていました。 

そこで，これら技術の低コスト化を確立し，意識改革・普及展開を図ることを目的に実

施した低コスト化工法について紹介します。 

 

２．低コスト地下かんがい 

（１）概  要 

「低コスト地下かんがい」は，排水対策として埋設されている既設暗渠排水管を利用し，

用水供給のための用水桝と水位調整水閘の設置により，用水路と暗渠排水管を繋ぎ，用水

を地下から供給して水位調整水閘で地下水位を制御するものです(図 1)。 

低コスト地下かんがいは，既設暗渠管を利用することにより安価で地下かんがいシステ

ムの導入が可能となります。 

（２）効果・検証 

 低コスト地下かんがいの導入により，以

下の効果を確認しました。 

 ・既設暗渠管使用による整備コストの減 

・水稲乾田直播栽培において，収量の増

加と苗立率が向上 

・大豆栽培では，収量が増加 

・地下かんがいに必要な補助暗渠の施工に

より透水性が向上し，乾田化が促進 

（３）留 意 点 

水管理において，低コスト地下かんがいは自動的に給水が停止しないため，人力による 
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図１ 低コスト地下かんがい 

Figure1 Low cost subirrigation system
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取水口の閉塞操作が必要となります。また，既設暗渠管の維持管理が適正に行われておら

ず機能が低下している場合や暗渠管の破損等がある場合は，効果は見込めず暗渠管等の整

備コストが掛かり増しとなります。 

 

３．畑の低コスト深暗渠 

（１）概  要 

青森県では「ながいも」，「ごぼう」，「大根」などの

根菜類が主要作物となっているが，新たに作付けする

場合，地下水位が高く水はけの悪い畑地については，

湿害などを防ぐため排水改良を行う必要があります。 

ながいもなどの地下深くまで伸びる作物の場合，0.6

ｍ～0.9ｍの標準的な深さの暗渠排水では地下水の上

昇による湿害や播種・収穫時における暗渠管の破損な

ど根菜類等の作付けに支障があることから，深さ

1.5ｍへ暗渠管を設置する深暗渠を施工し，作付けに

対応することが必要となります。 

深暗渠を一般の掘削機械を使用して掘り下げた

場合，掘削土量等が大規模となりコストが嵩むことから，掘

削土量軽減のため掘削土量が約半分となる細型の特殊バケッ

ト(写真１)を使用することとしました。その結果として，扱

い土量の低減のほか暗渠管を覆う疎水材も減ることとなり，

低コストで深暗渠の導入が可能となります(図２)。 

（２）効果・検証 

 低コスト深暗渠の導入により，以下の効果を確認しました。 

 ・土工量等の低減による整備コストの減 

 ・根菜類の作付けが可能 

 ・湿害による生育障害の回避 

 ・乾田化により作業効率が向上 

（３）留 意 点 

 深暗渠の導入に当たっては，暗渠管の排水先が畑面

より 1.7ｍ以上低い排水先を確保する必要があります。 

 また，土壌が砂質系の場合は，掘削法面が自立できないことから低コスト深暗渠の導入

に当たっては適否の検討が必要となります。 

 

４．おわりに 

 今回の取組で低コスト化が実現した「地下かんがい」や「畑の深暗渠」について，農家

の意識改革や普及を図るため，わかりやすいマニュアルを作成し，土地改良区等へ配布し

たところであり，今後も青森県の重点施策である「攻めの農林水産業」を支える基盤づく

りとして推進していきます。 

図２  低コスト深暗渠  

Figure2 Low cost deep drain pipe

写真１  細型特殊バケット掘削状況

Photo1 Thin special bucket 
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